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～“暮らしと自然が輝く交流のまち”を目指して～

一般会計は

９１億６，０５９万３千円
対前年度比1.6％増

　令和 3 年度の町の予算は、一般会
計総額 91 億 6,059 万 3 千円、対前
年比 1.6％の増、14 特別会計・1 企
業会計総額 50 億 4,366 万 1 千円、
合わせて 142 億 425 万 4 千円とな
りました。
　今年度は、長引く新型コロナウイ
ルス感染症により、本町財政への影
響も予想され、厳しい状況下ではあ
りますが、事業の妥当性、有効性を
念頭に事務事業全般にわたって精査
し、地域の実情に即した効率的な財
政運営を進め「暮らしと自然が輝く
交流のまち」を目指した予算となっ
ています。
　それでは、令和 3 年度の町の予算
の詳細を見てみましょう。

会　　計　　名 予　算　額 前年度比
一 般 会 計 91億 6,059 万 3 千円 1.6%
特 別 会 計 46 億 2,419 万 8 千円 1.1%

国民健康保険 15 億 4,005 万円 △ 6.5%
後期高齢者医療 3 億 6,482 万 4 千円 △ 3.1%
介護保険 18 億 1,311万 6 千円 9.8%
介護サービス事業 7,466 万 5 千円 △ 11.5%
奨学金 48 万円 0.0%
簡易水道事業 1億 1,693 万 7 千円 5.9%
下水道事業 6 億 3,986 万 2 千円 1.1%
営農飲雑用水事業 913 万 3 千円 63.0%
箱原農業集落排水事業 1,310 万 5 千円 △ 1.7%
鹿島財産区 5 万 1千円 △ 10.5%
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 43 万 1千円 0.0%
かじかの湯事業 4,882 万 4 千円 △ 0.6%
峡南地区通級指導教室共同設置 185 万円 0.0%
峡南地区充指導主事共同設置 87 万円 1.6%

公 営 企 業 会 計 4 億 1,946 万 3 千円 △ 4.1%
水道事業 4 億 1,946 万 3 千円 △ 4.1%

一 般 会 計… 町の行政運営の基本的な経費が計上される会計
特 別 会 計… 特定の事業を行うため、一般会計と区別して処

理する会計
公営企業会計… 事業収入により経営する会計
町 　 税… 町民税 ･ 固定資産税など皆さんが町に納める税金
地 方 交 付 税… 所得税など国が徴収した税金の中から、町の財

政状況に応じて交付されるお金
国・県支出金… 事業など特定の目的の財源として、国や県から

支出されるお金

町 　 債… 事業を行うために国や金融機関から借り入れる
お金

繰 入 金…  一般会計、特別会計、基金の会計間におけるお
金の移動を表す言葉

扶 助 費… 児童手当や法令により障がい者・高齢者などに
支給するお金

普通建設事業費… 道路、学校など公共施設の整備などに使うお金
繰 出 金… 特別会計・企業会計への繰出金

予 算 用 語 説 明
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歳　　　　　入
町 税 13 億 2,053 万８千円
地 方 交 付 税 25 億円
国 ・ 県 支 出 金 10 億 6,104 万１千円
使 用 料 及 び 手 数 料 9,062 万９千円
分 担 金 及 び 負 担 金 9,445 万７千円
町 債 17 億 9,616 万円
繰 入 金 12 億 8,870 万 4 千円
そ の 他 10 億　906 万 4 千円

合　　　　　計 91億 6,059 万 3 千円

歳　　　　　出
議 会 費 8,489 万 7 千円
総 務 費 18 億 4,384 万 8 千円

総 務 管 理 費 14 億 2,140 万 3 千円
徴 税 費 9,560 万 2 千円
戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費 3,230 万 8 千円
選 挙 費 1,299 万 9 千円
企 画 費 2 億 8,015 万 6 千円
統 計 調 査 費 92 万 3 千円
監 査 委 員 費 45 万 7 千円

民 生 費 21 億 3,217 万 2 千円
社 会 福 祉 費 13 億 3,410 万 9 千円
児 童 福 祉 費 7 億 9,806 万 3 千円

衛 生 費 13 億 7,681 万 9 千円
保 健 衛 生 費 10 億 9,027 万 1 千円
清 掃 費 2 億 8,654 万 8 千円

労 働 費 800 万円
農 林 水 産 業 費 1 億 8,337 万 2 千円

農 業 費 1 億 3,733 万円
林 業 費 2,622 万 6 千円
地 籍 調 査 費 1,981 万 6 千円

商 工 費 1 億 3,248 万 9 千円
土 木 費 8 億 5,061 万 7 千円

土 木 管 理 費 6,733 万 7 千円
道 路 橋 梁 費 1 億 7,604 万 5 千円
河 川 費 3,004 万 6 千円
都 市 計 画 費 3 億 8,045 万 5 千円
住 宅 費 7,077 万 7 千円
ま ち づ く り 推 進 費 1 億 2,595 万 7 千円

消 防 費 3 億 2,292 万 3 千円
教 育 費 11 億 8,097 万円

教 育 総 務 費 2 億 3,303 万 5 千円
小 学 校 費 1 億 2,065 万 9 千円
中 学 校 費 8,012 万 5 千円
社 会 教 育 費 5 億 701 万 7 千円
保 健 体 育 費 5,734 万 7 千円
学 校 給 食 費 1 億 6,719 万 3 千円
町 民 会 館 費 1,559 万 4 千円

災 害 復 旧 費 269 万 5 千円
公 債 費 9 億 8,227 万 5 千円
諸 支 出 金 5,251 万 6 千円

公 営 企 業 費 5,117 万 8 千円
基 金 費 133 万 8 千円

予 備 費 700 万円
合　　　　　計 91億 6,059 万 3 千円

歳入

歳出

消防費
　3.5％土木費

8.4％

物件費
11％

貸付金
4％

歳出

歳入

歳出

歳出

町債
19.6％

繰入金
14.1%

町税
14.4％

地方交付税
27.3％

その他
11.0％

国・県支出金
11.6％

分担金及び
負担金　1.0％

使用料及び
手数料　1.0％

その他　0.8％
議会費　0.9％

貸付金  4.5％

消防費  3.5％

商工費　1.5％
農林水産業費　2.0％

民生費
23.3％

教育費
12.9％

公債費公債費
10.7％10.7％

物件費物件費
11.4％11.4％

衛生費
15.0％

総務費
20.1％

土木費土木費
9.3％9.3％

公債費公債費
10.7％10.7％

歳出予算の性質別

一般会計予算の内訳一般会計予算の内訳

予備費、維持補修費
災害復旧事業、積立金　0.2％

普通建設事業
19.2％

人件費
17.3％

補助費等
16.1％

繰出金
12.2％

扶助費
8.4％

歳 入

歳 出
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一般会計 一般会計 

主 な 歳 出主 な 歳 出 予算の目玉 !!予算の目玉 !!

■ 総務費・消防費 ■■ 総務費・消防費 ■
新庁舎整備事業 9億1,106万4千円
峡南広域行政組合に関する費用 3 億 3,359 万 8 千円
　　議会・総務費 1,839 万 2 千円
　　情報センター 1,889 万 8 千円
　　電算システム 1,076 万 8 千円
　　広域ネット 1,481 万 1 千円
　　消防費 2 億 7,072 万 9 千円
新庁舎建設監理業務委託 1,486 万 6 千円
定住奨励金補助事業 1,598 万円
ふるさと納税報償費 2,385 万 6 千円
地域力創造交付金 960 万円
デマンドバス・代替バスなどの生活推進費 5,283 万 7 千円
消防団運営費など非常備消防費 2,175 万 8 千円

■ 土　木　費 ■■ 土　木　費 ■
リニア側道土地購入費 1,070万円
富士川いきいきスポーツ公園整備事業

7,600万円
橋梁定期点検業務 1,440 万円
青柳９号線など道路改良舗装工事 3,980 万円
道整備交付金事業（大椚大久保線） 5,994 万 8 千円
町有住宅室内改修工事 2,624 万 9 千円
下水道事業特別会計繰出金 3 億 4,780 万 9 千円

■ 教　育　費 ■■ 教　育　費 ■
図書館建設事業負担金 3億6,013万2千円
GIGA スクールネットワーク保守業務等 1,058 万 5 千円
増穂小校舎外壁塗装改修工事 5,832 万 2 千円
ますほ文化ホール指定管理料 2,765 万 1 千円
ますほ文化ホール音響設備リース料 1,008 万円
歴史文化施設企画設計業務 560 万円
社会教育施設長寿命化計画策定業務 630 万 1 千円
社会体育施設長寿命化計画策定業務 478 万円
給食センタ－運営費 1 億 6,719 万 3 千円
町民会館管理費 1,559 万 4 千円

■ 衛　生　費 ■■ 衛　生　費 ■
峡南医療センター企業団運営負担金 3 億 7,129 万 2 千円
峡南医療センター企業団貸付金 4 億円
定期予防接種 2,296 万 5 千円
特定健康診査など健康診査業務 4,500 万円
視機能検査機器購入費 130 万 7 千円
浄化槽設置整備事業補助金 157 万 4 千円
一般廃棄物収集業務など 8,527 万 9 千円
中巨摩地区広域行政事務組合負担金 9,940 万 8 千円
三郡衛生組合負担金 7,871 万 2 千円

■ 民　生　費 ■■ 民　生　費 ■
峡南広域行政組合に関する費用 2,114 万 1 千円
　　老人ホーム 1,998 万 3 千円
　　障害程度区分認定 115 万 8 千円
養護老人ホーム入所措置費 792 万円
障がい者自立支援給付費 3 億 3,424 万 3 千円
子ども医療費・ひとり親家庭医療費 6,414 万円
児童手当 1 億 9,200 万円
出産祝金 385 万円
保育所総務費 4 億 2,721 万 5 千円

■ ■ 農林水産業費・商工費農林水産業費・商工費 ■ ■
農村文化・農業体験宿泊施設設計業務

689万 1千円
道の駅富士川店舗改修設計業務

375万 2千円
道の駅富士川加工室整備設計業務

551万 8千円
鳥屋地内農道測量設計業務 649 万円
農地環境整備事業 459 万円
経営体育成基盤整備事業 1,148 万円
森林経営管理制度業務 808 万 4 千円
地籍調査費 1,981 万 6 千円
商工会事業設備等利子補給など補助金 1,132 万 8 千円
まほらの湯空調設備更新工事 927 万 3 千円



（5）令和 3．5月号　No.134

入札結果を報告します
工事名・件名 場所 落札金額（円） 

( 消費税抜 ) 落札者

町道最勝寺 1 号線外舗装工事 青柳町 3,330,000 ㈱丸美建設工業

【３月分】

※入札結果の詳細は、ホームページに半期ごと掲載してあります
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新庁舎整備事業

　今年度から建設が始まる新庁舎
の、本体建築・機械設備などの工
事や造成など庁舎整備に係る経費
です。

道の駅富士川
　店舗改修設計業務
　加工室整備設計業務

　道の駅の店舗改修および加工室
整備は、バウムクーヘンの製造工
程を魅せながら販売するための店
舗改修の経費と、加工室の整備の
ための実施設計の経費です。

図書館建設事業負担金

　図書館建設事業負担金は、建設
が始まった国の合同庁舎に合築さ
れる町立図書館の建設費の負担金
です。

富士川いきいき
　スポーツ公園整備事業

　富士川いきいきスポーツ公園整
備事業は、夜間照明設備や公園内
のトイレ整備の経費です。

リニア側道土地購入費

　リニア側道土地購入費は、工事
が進むリニア中央新幹線建設で、
町が行う側道整備のための土地購
入の経費です。

農村文化・農業体験
　宿泊施設設計業務

　農村文化・農業体験宿泊施設設
計業務は、平林の旧増穂西小跡地
を有効活用して、農業体験などの
利用者のための宿泊施設を整備す
る実施設計に係る経費です。

新庁舎イメージ

合同庁舎イメージ

こ
ん
な
事
業
を

し
て
い
る
ん
だ
!!
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備
の
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建
設
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事
中
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皆
さ
ま
に
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不
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迷
惑
を
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か
け
し
ま
す
が
、

安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す
の
で
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
や
環
境
に
や
さ
し
く

脱
炭
素
社
会
を
目
指
す

　

新
庁
舎
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ブ
）
の
認

証
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
庁

舎
と
す
る
こ
と
で
将
来
の
維
持
管
理

費
の
削
減
や
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
貢
献
し
ま
す
。

　
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ゼ
ブ
）」と
は
、ネ
ッ
ト・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
の
略
称

で
、
自
然
採
光
や
自
然
通
風
の
取
り

込
み
、
地
中
熱
空
調
、
井
水
利
用
、

外
断
熱
工
法
、
Ｌ
ｏ
ｗ-

ｅ
ガ
ラ
ス

な
ど
の
高
効
率
な
設
備
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
、
建
物
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
減
ら
し
、
太
陽
光
発
電
設
備
に

よ
っ
て
建
物
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
創
る
こ
と
で
、
石
油
や
天
然
ガ

ス
な
ど
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

を
大
幅
に
削
減
す
る
省
エ
ネ
性
能

を
高
め
た
建
物
で
す
。

　

庁
舎
を
含
め
た
公
共
建
築
物
で

は
、
県
内
初
の
建
物
と
な
り
ま
す
。

新庁舎の概要
　【敷 地 面 積】 7,346.24㎡　　【延 ぺ 面 積】 4,790.45㎡
　【構 造 種 別】 庁　舎：プレストレスト鉄筋コンクリート造
 キャノピー（玄関前大庇）：鉄骨造
　【階　　　数】 地上 3 階、一部地下 1 階　　　　
　【駐 車 台 数】 133 台　　　【駐輪台数】26 台
　【建設工事費】 約 21 億円（建築主体、電気設備、機械設備工事）
 ※キャノピー工事費、省エネ・環境対策費含む

実
施
設
計
が
完
成
し
ま
し
た

実
施
設
計
が
完
成
し
ま
し
た

新
庁
舎

新
庁
舎

人
や
環
境
に
優
し
く
町
民
の
安
全
と
安
心
を
支
え
る

人
や
環
境
に
優
し
く
町
民
の
安
全
と
安
心
を
支
え
る

（西側からのイメージ図）

 特集
新庁舎
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◀ 1 階では、転入転出および婚
姻、出生といった手続きや、保
険、年金福祉関係、税関係など、
町民の皆さんが多く利用する窓
口を集約させることで、ほとん
どの用事を済ませることができ
ます。
　執務室は、待合スペースをは
さんだレイアウトを採用し、見
通しのよい動線となり、分か
りやすく、利用しやすい配置と
なっています。

▼３階議場は床段差をなくすこ
とで、多目的に利用することが
できます。
　また、対面配置型とすること
で傍聴席から見えやすくなるよ
うレイアウトします。

安
全
と
安
心
な

く
ら
し
を
支
え
る

　

新
庁
舎
は
大
地
震
が
発
生
し
て

も
補
修
を
行
う
こ
と
な
く
、
安
全
に

使
用
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
利
用

者
の
安
全
確
保
に
加
え
て
、
十
分
な

機
能
確
保
を
図
る
た
め
、
一
般
の
建

物
の
１・５
倍
の
耐
震
性
能
を
備
え

ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
時
に
は
72
時
間
運

転
可
能
な
非
常
用
発
電
設
備
を
設

置
す
る
ほ
か
、
屋
上
に
設
置
す
る
太

陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
を
補
助
電

源
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に
、
復
旧

復
興
活
動
を
迅
速
に
行
う
事
が
で

き
る
機
能
を
備
え
ま
す
。

利
用
す
る
皆
さ
ん
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

　

現
在
６
つ
に
分
散
し
て
い
る
庁

舎
を
１
つ
に
統
合
す
る
こ
と
で
、
役

場
で
の
用
事
が
一
か
所
で
完
結
し
ま

す
。
１
階
に
は
窓
口
利
用
の
多
い
課

を
集
約
し
、
待
合
を
挟
む
よ
う
に
執

務
室
を
配
置
す
る
こ
と
で
来
庁
者
に

と
っ
て
、
利
用
し
や
す
い
レ
イ
ア
ウ

ト
と
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
管
財
課　

　
施
設
整
備
担
当

　
☎
22
ー
７
２
０
６

（1 階待合　イメージ図）

（1 階ホール　イメージ図）

（３階議場　イメージ図）

 特集
新庁舎

スケジュール
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新庁舎建設に ご理解ご協力を お願いします
新庁舎建設についての情報は町ホームページにも掲載しています。
今後は工事の進捗情報も随時掲載していきますのでご覧ください。

新
庁
舎
建
設
に
伴
う

町
道
の
一
部
区
間
の
廃
止
に
つ
い
て

　
新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
町
道
最
勝
寺
９
号
線
の
一
部
区

間
が
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
土
木
整
備
課　
整
備
計
画
担
当

　
☎
22
ー
７
２
０
３

新庁舎完成模型を
展示しています

　役場本庁舎１階ロビーにて、新庁舎
の完成イメージ模型（縮尺２００分の１）
を展示しています。役場にお越しの際
は、ぜひご覧ください。

模型や概要を展示公開しました
　３月 20 日（土）から３日間に渡り、町内３か所の会
場において、新庁舎建設実施設計完成デザインビュー
イングを行いました。
　会場では、新庁舎の完成イメージ模型（縮尺 200 分
の１）のほか、計画概要や内部の完成予想図、平面図
などを展示
しました。

▶3月20日(土)
福祉保健課ホー
ルでの様子

新庁舎建設実施設計完成デザインビューイング新庁舎建設実施設計完成デザインビューイング

 特集
新庁舎

県道平林青柳線県道平林青柳線
富士川町役場前富士川町役場前

町道最勝寺 1 号線町道最勝寺 1 号線町
道
最
勝
寺
９
号
線

町
道
最
勝
寺
９
号
線

町
道
金
手
小
林
１
号
線

町
道
金
手
小
林
１
号
線
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介護保険料介護保険料が変わります。が変わります。
　町では、現状の介護サービスの利用量や被保険者などから今後の利用量を推計し、令和３年度から５年度を
計画年度とする「第８期介護保険事業計画」を策定しました。これにより今年度から３年間の介護保険料は次
のとおりとなります。

所得段階 対象となる方
保　険　料

保険料率 年　　額

第１段階 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者または世帯全員が町民税非課税で、
本人の合計所得金額と課税対象年金収入額の合計が 80 万円以下の人

0.5
※（0.3）

37,200円
※（22,320円）

第２段階 本人および世帯全員が町民税非課税で、本人の合計所得金額と課税
対象年金収入額の合計が 80 万円を超え 120 万円以下の人

0.75
※（0.5）

55,800円
※（37,200円）

第３段階 本人および世帯全員が町民税非課税で、本人の合計所得金額と課税
対象年金収入額の合計が 120 万円を超える人

0.75
※（0.7）

55,800円
※（52,080円）

第４段階 本人が町民税非課税で、本人の合計所得金額と課税対象年金収入額
の合計が 80 万円以下でかつ世帯に町民税課税者がいる人 0.90 66,960 円

第５段階
（基準）

本人が町民税非課税で、本人の合計所得金額と課税対象年金収入額
の合計が 80 万円を超えかつ世帯に町民税課税者がいる人 1.00 74,400 円

（基準額）

第６段階 本人が町民税課税で合計所得金額が 120 万円未満の人 1.20 89,280 円

第７段階 本人が町民税課税で合計所得金額が 120 万円以上 210 万円未満の人 1.30 96,720 円

第８段階 本人が町民税課税で合計所得金額が 210 万円以上 320 万円未満の人 1.50 111,600 円

第９段階 本人が町民税課税で合計所得金額が 320 万円以上の人 1.70 126,480 円

※（　）は、軽減後の保険料率、保険料年額です ( 第１段階～第３段階は公費によって軽減されます。)。

◇介護保険料仮徴収額通知書などについて
　令和３年度介護保険料仮徴収額の通知書を４月中にお送りします。通知書が送られる方は次のとおりです。

◇年間介護保険料の確定について
　介護保険料確定通知書などを７月中旬に被保険者全員（６５歳以上の方）に発送します。
●お問い合わせ　福祉保健課　介護保険担当　☎ 22-7207

【介護保険料仮徴収額納入通知書】
令和 3 年 4 月から特別徴収 ( 年金からの引き落とし )
になる方
※ 年額 18 万円以上の年金を受給されている方は原

則、特別徴収となります。

【介護保険料暫定通知書】
普通徴収（納付書や口座振替で納付）されている方
※特別徴収以外の方です。
※ 現金で納付している方は、納付書が同封されてい

ます。納期限内納付をお願いします。
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売
決
定
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フフレミアムレミアム
　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
、
町
内
消
費
に
与
え

る
影
響
を
緩
和
し
、
町
民
の
家
計
へ

の
支
援
お
よ
び
地
域
消
費
を
喚
起

す
る
目
的
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
販
売
し
ま
す
。

◇
販
売
金
額
な
ど

　
販
売
金
額　
１
冊
７
千
円

　
５
百
円
×
20
枚　
計
１
万
円
分

　
※
お
釣
り
は
出
ま
せ
ん
。

○
登
録
済
町
内
店
専
用
券
10
枚

○ 
登
録
済
大
型
店
・
町
内
店
共
通
券

10
枚

　
※
１
世
帯
家
族
人
数
×
２
冊
ま
で

◇
販
売
期
間

　

 

６
月
１
日
（
火
）
〜

　
令
和
４
年
１
月
14
日
（
金
）

　
※ 

な
く
な
り
次
第
終
了
（
3
万
冊

を
用
意
し
て
い
ま
す
）

◇
利
用
期
間

　
６
月
１
日
（
火
）
〜

　
令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）

◇
販
売
場
所

　
富
士
川
町
商
工
会

◇
購
入
対
象
者

　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

◇
利
用
可
能
店
舗
な
ど

　

 

本
事
業
に
登
録
済
の
町
内
事
業

所
・
店
舗

　
☆
の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す

　
販
売
開
始
に
伴
う
「
密
」
を
避
け

る
た
め
、
通
常
の
販
売
期
間
に
先
行

し
て
、
集
中
販
売
を
行
い
ま
す
。

◇
集
中
販
売
期
間

　
５
月
30
日
（
日
）・
31
日
（
月
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◇
集
中
販
売
場
所

　
町
商
工
会
鰍
沢
出
張
所

　
（
旧
鰍
沢
商
工
会
館
）

　
は
く
ば
く
文
化
ホ
ー
ル

　
（
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
）

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
な
ど
、

特
定
の
世
帯
に
１
冊
ず
つ
配
付
し
ま

す
。
発
送
は
７
月
以
降
で
す
。

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

②
就
学
援
助
費
受
給
世
帯

③
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

④ 

寝
た
き
り
高
齢
者
・
認
知
症
高

齢
者
介
護
慰
労
金
受
給
世
帯

⑤ 

寝
た
き
り
身
体
障
害
者
介
護
慰

労
金
受
給
世
帯

※ 

①
〜
⑤
に
複
数
該
当
し
て
も
配

付
は
１
世
帯
１
冊
と
な
り
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
商
工
観
光
担
当

　
☎
22
ー
７
２
０
２

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
伴
い
、
高
齢
者
施
設

の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
施
設
へ
の
入
所
し
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
新
規
に
高
齢
者

施
設
な
ど
へ
入
所
お
よ
び
短
期
入
所

を
利
用
す
る
高
齢
者
が
、
希
望
に
よ

り
受
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の
検
査

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

　
検
査
を
受
け
る
時
点
で
、
町
に
住

民
登
録
が
あ
る
満
65
歳
以
上
の
方

で
、
次
の
高
齢
者
施
設
な
ど
に
入
所

す
る
方
お
よ
び
短
期
入
所
を
利
用

す
る
方
。

◇
助
成
対
象
期
間

　
４
月
１
日
（
木
）
〜

　
令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

◇
対
象
と
な
る
検
査

　

助
成
対
象
期
間
に
受
け
た
検
査

で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
も
の
。

○ 

入
所
前
に
医
療
機
関
で
受
け
た
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
お
よ
び
抗
原
定
量
検
査

○
自
費
に
よ
る
検
査

○ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

疑
う
症
状
が
な
い
方
の
検
査

◇
助
成
上
限
額

　
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査　
　
２
万
円

　
・
抗
原
定
量
検
査　
７
千
５
百
円

　

 

※
た
だ
し
、
検
査
費
用
が
上
限
額

に
満
た
な
い
場
合
は
実
費
相
当
額

◇
対
象
施
設

・
介
護
老
人
福
祉
施
設

・
介
護
老
人
保
健
施
設

・
介
護
医
療
院

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

・
地
域
密
着
型
介
護
老
人

　
福
祉
施
設

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

　
介
護
事
業
所

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

・
救
護
施
設

・
障
害
者
支
援
施
設

　
　
（
施
設
入
所
支
援
）

　

 

※
申
請
方
法
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

●
申
請
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
介
護
保
険
担
当

　
☎
22
ー
７
２
０
７

富士川町富士川町 商品券商品券
新型コロナウイルス感染症関連

集
中
販
売
を
し
ま
す

特
定
の
世
帯
を
対
象
に

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
配
付

高
齢
者
施
設
入
所
者

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成
事
業

コロナに負けるな！７
千
円
で

１
万
円
分
の

 

お
買
い
物
！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
通
常
よ
り
妊
娠
や
出
産
の

負
担
が
大
き
く
な
る
妊
婦
さ
ん
を

応
援
す
る
目
的
で
、
町
独
自
の
給
付

金
を
支
給
す
る
「
ふ
じ
か
わ
赤
ち
ゃ

ん
す
く
す
く
応
援
金
」
の
対
象
期
間

を
延
長
し
ま
し
た
。

◇
対
象
者

　
○ 

令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）
ま

で
に
母
子
健
康
手
帳
を
交
付

さ
れ
た
方
。

　
○ 

他
市
町
村
で
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
さ
れ
た
妊
婦
で
、令
和

４
年
３
月
31
日（
木
）ま
で
に

町
に
転
入
届
を
出
さ
れ
た
方
。

◇
給
付
額

　

 

お
な
か
に
い
る
赤
ち
ゃ
ん
１
人
に

つ
き
10
万
円

◇
申
請
期
限

　
令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
母
子
保
健
担
当

　
☎
22
ー
７
２
２
１

新型コロナ新型コロナ
ワクチン接種ワクチン接種 が始まります が始まります

新型コロナウイルス感染症関連

ふ
じ
か
わ
赤
ち
ゃ
ん

す
く
す
く
応
援
金

対
象
期
間
延
長
！

　町では、新型コロナウイルス感染症のまん延を予防する、新型コロナワクチンの接種を 5 月 8 日 ( 土 ) か
ら開始します。当面は高齢者を対象に、ワクチンの供給量に合わせて接種を進めていきます。

　国が示した優先順位に従って、65 歳以上の高齢者（昭和 32 年 4 月1日以前に生まれた人）のワクチ
ン接種を進めています。
　本町では、ワクチン供給量が限られているため、接種できる人数に合わせて、高齢の方から案内を行っ
ています。必ず接種できますので、案内が届きましたら、慌てずに受付期間内に電話で申し込みを行って
ください。
　高齢者のワクチン接種が終わり次第、基礎疾患のある方・高齢者施設などの従事者、それ以外の一般
の方の順に対象者を拡大して、ワクチン接種を進めていきます。

ワクチン接種の対象者・優先順位

新型コロナワクチン相談ダイヤル

厚生労働省新型コロナワクチン
コールセンター

山梨県新型コロナワクチン
専用相談ダイヤル

☎０１２０－７６１７７０（フリーダイヤル）
　 9：00 ～ 21：00（土日・祝日も開設）
☆ワクチンの施策などに関わるお問い合わせ

☎０５５－２２３－８８７８
　 8：30 ～ 20：30（土日・祝日も開設）
☆ ワクチン接種の効果・安全性や接種時の注意

点等のお問い合わせ
☆接種後に副反応が出た場合の相談

新型コロナワクチン専用
ホームページ

ＬＩＮＥでも情報発信！

　町の新型コロナワクチン接種に関する情報は、
富士川町ホームページの専用ページでもご確認い
ただけます。

【ホームページ URL】
https://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/life/
health/corona-vaccine.html

　町のＬＩＮＥ公式アカウントでも
ワクチン関連の情報発信をします。

●お問い合わせ
　福祉保健課　コロナワクチン接種担当
　☎ 22-7207( 代表 )/42-8018( コールセンター )



令和 3．5月号　No.134（12）

　
　
　
　

　
町
で
は
、
住
宅
用
地
の
供
給
の
促

進
を
図
り
、
良
好
な
住
環
境
整
備

を
推
進
し
、
定
住
人
口
の
増
加
お
よ

び
秩
序
あ
る
市
街
地
形
成
を
図
る

た
め
、
宅
地
分
譲
事
業
を
実
施
す

る
民
間
事
業
者
に
対
し
て
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

◇
交
付
対
象
者

　

町
内
に
１
戸
建
て
分
譲
用
宅
地

を
開
発
す
る
民
間
事
業
者

◇
交
付
対
象
条
件

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

・ 

２
区
画
以
上
の
分
譲
区
画
を
整

備
す
る
も
の
。

・ 

宅
地
開
発
す
る
分
譲
用
宅
地
が
、

宅
地
開
発
後
に
お
い
て
住
居
用

の
１
戸
建
て
住
宅
以
外
の
用
途

に
な
ら
な
い
も
の
。

・ 

１
区
画
の
面
積
、
開
発
区
域
内

道
路
の
幅
員
な
ど
は
、
町
の
開

発
行
為
に
関
す
る
技
術
基
準
に

適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
敷

地
面
積
が
、
１
区
画
当
た
り

２
３
０
㎡
、道
路
幅
員
６
ｍ
以
上
、

た
だ
し
、
通
り
抜
け
可
能
で
あ

れ
ば
幅
員
４
ｍ
以
上
）

・ 

道
路
整
備
を
伴
う
開
発
で
あ
る

こ
と
。ま
た
、道
路
・
緑
地
な
ど
に

つ
い
て
は
町
に
寄
附
す
る
こ
と
。

・ 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
工
区

域
を
除
く
。

・ 

県
ま
た
は
町
が
定
め
る
規
程
に

基
づ
く
申
請
お
よ
び
協
議
を

行
っ
た
も
の
。

◇
補
助
基
本
額

　
１
区
画
当
た
り

　

20
万
円
（
用
途
指
定
区
域
内
）

　

10
万
円
（
用
途
指
定
区
域
外
）

 　

町
で
は
、安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
や
良
好
な
住
環
境
の
整
備
を

推
進
す
る
た
め
、幅
員
４
ｍ
未
満
の

道
路
に
つ
い
て
、道
路
に
隣
接
す
る

土
地
の
所
有
者
に
ご
協
力
い
た
だ
き

拡
幅
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◇
補
助
対
象
工
事

１ 

フ
ェ
ン
ス
、
板
塀
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、

擁
壁
類
、
門
等
の
撤
去
費

　

 

道
路
拡
幅
用
地
内
に
あ
る
フ
ェ
ン

ス
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
擁
壁
類
等
を

撤
去
し
、
土
地
を
整
地
す
る
工
事

２
生
け
垣
の
新
設
費

　

 

道
路
の
後
退
線
の
建
築
敷
地
内
に

新
た
に
生
け
垣
を
設
置
す
る
工
事

３
擁
壁
類
の
新
設
費

　

 

道
路
の
後
退
線
の
建
築
敷
地
内

に
新
た
に
安
全
な
擁
壁
類
（
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
除
く
）
を
設
置
す
る

工
事

４
隅
切
り
奨
励
金

　
※ 

隅
切
り
用
地
部
分
を
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
場
合

◇
補
助
金
額
（
補
助
単
価
限
度
額
）

１
フ
ェ
ン
ス
、
各
種
塀
、
擁
壁
類
、

　
門
等
の
撤
去
費１１

，２
０
０
円
／
ｍ３

２
生
け
垣
の
新
設
費

　
生
け
垣
の
新
設５

，０
０
０
円
／
ｍ

　
支
柱
購
入

２
，０
０
０
円
／
ｍ

３
擁
壁
類
の
新
設
費

１
２
，６
０
０
円
／
ｍ

４
隅
切
り
奨
励
金

　

 

計
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
額
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）

※ 
補
助
金
の
額
は
、
補
助
単
価
限
度

額
を
超
え
な
い
範
囲
と
し
、
１
〜

３
の
区
分
毎
の
対
象
経
費
に
補
助

率
を
乗
じ
た
額
を
合
計
し
た
額
と

す
る
。（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※ 

補
助
金
の
合
計
額
は
、
１
回
の
申

請
に
つ
き
３
０
０
，０
０
０
円
を

限
度
と
す
る
。

※ 

補
助
率
は
実
施
経
費
の
２
／
３
以

内
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
都
市
計
画
担
当

　
☎
２
２
ー
７
２
１
４

民
間
分
譲
宅
地
開
発
支
援

　
事
業
の
補
助
金
制
度

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備

　
事
業
費
の
補
助
制
度

　
道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
や
生
垣

な
ど
は
、通
行
の
際
、見
通
し
を
悪
く

す
る
ほ
か
、車
両
や
歩
行
者
の
通
行

の
支
障
と
な
り
、大
変
危
険
で
す
。

　

樹
木
等
の
所
有
者
は
、
道
路
に

樹
木
が
は
み
出
さ
な
い
よ
う
、
剪
定

や
伐
採
な
ど
、
適
切
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
土
木
整
備
課　
維
持
管
理
担
当

　
☎
22
ー
７
２
０
３

道
路
上
に
張
り
出
し
い
る

樹
木
な
ど
の
適
切
な
管
理

に
つ
い
て

自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
地
域
内
に
お
住
ま
い
の

方
々
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
基
礎
と
な
る
「
自
治
会
（
区・

組
）」
へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
。

◇
自
治
会
の
意
義

　
自
治
会
は
、互
い
に
支
え
あ
い
、安

心
安
全
に
暮
ら
し
、快
適
で
明
る
い

生
活
を
送
る
た
め
の
共
同
体
で
す
。

◇
自
治
会
の
活
動
例

・ 

地
区
の
防
犯
灯
の
設
置
や
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・ 

防
災
訓
練
を
は
じ
め
と
し
た
防

災
対
策

・
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動

・ 

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理

・
夏
祭
り
や
運
動
会

・ 

自
治
会
か
ら
の
情
報
提
供
や
町

か
ら
の
「
広
報
ふ
じ
か
わ
」
な
ど

の
配
布
や
回
覧

　
お
互
い
に
助
け
合
う
体
制
を
つ
く

り
、
地
域
力
を
高
め
「
富
士
川
町
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
。」
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
み
ん
な
で
し
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課　
行
政
担
当

　
☎
22
ー
７
２
０
１

民　地　　　　　　　道　路　　　　　　　民　地
◦ ×



Ｔ

釜釜無無川川浄浄化化セセンンタターー

釜釜無無川川流流域域下下水水道道 富富士士川川３３号号幹幹線線

釜釜無無川川流流域域下下水水道道

富富士士川川１１号号幹幹線線

（13）令和 3．5月号　No.134

清潔で快適な生活環境をつくる
下水道への接続にご協力ください！！

令和３年度供用開始対象地域

𣇃米公民館
まほらの湯

はくばく文化ホール

役場本庁舎

鰍沢警察署

鰍沢小学校

鰍沢口駅

　下水道は、私たちの生活
環境を良くし、川や湖など
の水質を守る目的で整備を
進めています。平成５年か
らは一部の地域で下水道が
使えるようになり、令和３
年３月末で、412ha の区
域が整備されました。
　このうち、８割以上の家
庭が下水道に接続していま
す。お住まいの地域に下水
道が整備されましたら１日
も早く接続をお願いします。

●お問い合わせ
　上下水道課 下水道担当
　☎ 22-7204

全体計画区域

流域下水道幹線

令和 2 年度供用開始済区域

令和 3 年度供用開始区域



令和 3．5月号　No.134（14）

　

富
士
川
町
議
会
第
１
回
定
例

会
に
お
い
て
、
野
中
正
人
氏
（
中

部
）
を
教
育
長
に
再
任
す
る
こ

と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
４
月
１
日
か
ら
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事
異
動
な
ら
び
に
課
の
担
当
の
改
編
を

行
い
ま
し
た
。

●
町
長
直
属　
　

 

政
策
参
事
お
よ
び
政
策
補
佐
を
新
た
に
設
け
る
。

●
政
策
秘
書
課　

 

企
画
推
進
担
当
を
政
策
推
進
担
当
に
名
称
変
更
す
る
。

●
福
祉
保
健
課　

 

事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当

を
新
た
に
設
け
る
。

●
教
育
委
員
会　

 

教
育
委
員
会
の
業
務
の
複
雑
か
つ
多
様
化
に
伴
い
、
教
育

次
長
を
新
た
に
設
け
る
。

●
生
涯
学
習
課　

 

新
町
立
図
書
館
の
開
館
に
向
け
、
図
書
館
準
備
担
当
を
新

た
に
設
け
る
。

（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

◎
配
置
換
え

【
町
長
直
属
】

▼
政
策
参
事
（
土
木
整
備
課
長
）
志

村
正
史
▼
政
策
補
佐
（
政
策
秘
書
課

長
補
佐
）
井
上
誠

【
政
策
秘
書
課
】

▼
課
長
（
財
務
課
長
）
早
川
竜
一
▼

政
策
推
進
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
企
画
推

進
担
当
リ
ー
ダ
ー
） 

秋
山
博
之
▼
広

聴
広
報
担
当
（
教
育
総
務
課
）
大

柴
美
佳
▼
政
策
推
進
担
当（
管
財
課
） 

秋
山
祐
紀
▼
政
策
推
進
担
当
（
町
民

生
活
課
）
関
麻
友
子

【
財
務
課
】

▼
課
長
（
管
財
課
長
）
樋
口
一
也
▼

課
長
補
佐
兼
行
政
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
）
海

野
公
哉
▼
人
事
給
与
担
当
（
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）
井
上
鮎

奈
▼
人
事
給
与
担
当（
福
祉
保
健
課
）

樋
口
将
太

【
財
務
課
付
け
】

（
子
育
て
支
援
課
）
斉
藤
麻
貴

【
管
財
課
】

▼
課
長
（
教
育
総
務
課
中
学
校
統
合

準
備
室
長
）
渡
辺
成
昭
▼
地
籍
調
査

担
当
リ
ー
ダ
ー
（
防
災
交
通
課
交

通
対
策
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
依
田
克

彦
▼
契
約
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保

健
課
） 

深
澤
千
栄
▼
地
籍
調
査
担
当

（
都
市
整
備
課
）
中
込
厚
司

【
税
務
課
】

▼
徴
収
担
当
（
都
市
整
備
課
）
荒
居

祥
太
▼
住
民
税
担
当（
福
祉
保
健
課
）

古
屋
裕
紀
▼
資
産
税
担
当
（
町
民
生

活
課
）
田
辺
菜
々
美

【
防
災
交
通
課
】

▼
消
防
防
災
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
産
業

振
興
課
商
工
観
光
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

井
上
直
人
▼
交
通
対
策
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
消
防
防
災
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

望
月
博
仁

【
町
民
生
活
課
】

▼
課
長（
福
祉
保
健
課
長
兼
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
長
）松
井
清
美
▼
課
長

補
佐
兼
国
保
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
国
保

担
当
リ
ー
ダ
ー
）芦
澤
晶
子
▼
生
活

環
境
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
上
下
水
道
課

業
務
担
当
リ
ー
ダ
ー
）齊
藤
義
慧
▼

戸
籍
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
高
齢
者
医
療

年
金
担
当
リ
ー
ダ
ー
）秋
山
麻
衣
子

▼
高
齢
者
医
療
年
金
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
政
策
秘
書
課
）深
澤
五
月
▼
戸
籍
担

当（
税
務
課
）長
澤
麻
子
▼
国
保
担

当（
土
木
整
備
課
）海
野
直
紀
▼
国

保
担
当（
財
務
課
）大
森
智
代

【
福
祉
保
健
課
】

▼
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長（
町
民
生
活
課
長
）中
込
裕

子
▼
介
護
保
険
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
町

民
生
活
課
戸
籍
担
当
リ
ー
ダ
ー
）井

上
直
子
▼
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
管
財
課
契
約
担
当

リ
ー
ダ
ー
）井
上
圭
▼
健
康
増
進
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健
課
）横
内

幸
子
▼
介
護
保
険
担
当（
産
業
振
興

課
）秋
山
直
子
▼
健
康
増
進
担
当（
福

祉
保
健
課
）金
澤
知
子
▼
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
担
当（
福
祉
保
健
課
）

池
田
愛
子
▼
健
康
増
進
担
当（
生
涯

学
習
課
）片
桐
秀
幸
▼
健
康
増
進
担

当（
福
祉
保
健
課
）長
沼
な
ぎ
さ
▼

福
祉
担
当（
生
涯
学
習
課
）北
林
凌

【
福
祉
保
健
課
付
け
】

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
（
財
務

課
）
小
林
大
輔

【
子
育
て
支
援
課
】

▼
課
長
（
財
務
課
長
補
佐
兼
行
政
担

当
リ
ー
ダ
ー
）
小
林
恵
▼
児
童
支
援

担
当
（
子
育
て
支
援
課
）
小
池
美
智

子
▼
児
童
保
育
担
当
（
子
育
て
支
援

課
）
内
藤
史
奈
▼
第
５
保
育
所
（
第

１
保
育
所
）
阿
達
直
美
▼
中
央
保
育

所
（
第
１
保
育
所
）
金
丸
由
美
子
▼

第
１
保
育
所
（
第
５
保
育
所
）
依
田

美
穂
子
▼
第
１
保
育
所
（
中
央
保
育

所
）
小
澤
順
子
▼
第
１
保
育
所
（
第

２
保
育
所
）
中
込
未
菜
美

【
産
業
振
興
課
】

▼
商
工
観
光
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉

保
健
課
介
護
保
険
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

望
月
ま
ゆ
み
▼
商
工
観
光
担
当
（
政

策
秘
書
課
）
田
中
康
太

【
土
木
整
備
課
】

▼
課
長
（
都
市
整
備
課
長
）
河
原
恵

一
▼
リ
ニ
ア
推
進
室
長
（
課
長
補
佐

兼
農
林
土
木
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
井

上
勝
彦
▼
リ
ニ
ア
推
進
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
町
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
土
橋
学
▼
農
林
土
木
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
上
下
水
道
課
下
水
道

担
当
リ
ー
ダ
ー
）
小
澤
裕
一▼
農
林

土
木
担
当
（
土
木
整
備
課
）
角
倉
亮

治
▼
維
持
管
理
担
当
兼
整
備
計
画

担
当
（
土
木
整
備
課
）
村
松
暖
▼
整

備
計
画
担
当
兼
維
持
管
理
担
当
（
土

木
整
備
課
）
村
松
鈴
加

【
都
市
整
備
課
】

▼
課
長
（
土
木
整
備
課
リ
ニ
ア
推
進

室
長
）山
形
謙
一
郎
▼
住
宅
担
当（
町

民
生
活
課
）
中
沢
美
和
子

【
上
下
水
道
課
】

▼
課
長
兼
上
水
道
事
務
所
長
兼
業

務
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
課
長
兼
上
水

道
事
務
所
長
兼
上
水
道
担
当
リ
ー

ダ
ー
）
原
田
和
佳
▼
下
水
道
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
土
木
整
備
課
リ
ニ
ア
推

進
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
一
之
瀬
英
志
▼

上
水
道
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
県
リ
ニ
ア

用
地
事
務
所
）
堀
口
昭
義

【
会
計
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
会
計
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
福
祉
保
健
課
長
補
佐
兼
健
康
増
進

教
育
長
再
任

教
育
長
再
任

令
和
３
年
度　
職
員
人
事

令
和
３
年
度　
職
員
人
事
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担
当
リ
ー
ダ
ー
）一
之
瀬
三
千

【
教
育
委
員
会
】

▼
教
育
次
長
（
政
策
秘
書
課
長
）
秋

山
佳
史

【
教
育
総
務
課
】

▼
中
学
校
統
合
準
備
室
長（
峡
南
広

域
行
政
組
合
情
報
セ
ン
タ
ー
次
長
）

齋
藤
栄
治
▼
中
学
校
統
合
準
備
担
当

（
町
民
生
活
課
）依
田
哲
哉
▼
総
務
学

校
担
当（
政
策
秘
書
課
）石
部
大
雅

【
生
涯
学
習
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
図
書
館
準
備
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
会
計
課
長
補
佐
兼
会

計
担
当
リ
ー
ダ
ー
）望
月
奈
緒
美
▼

社
会
体
育
担
当（
税
務
課
）長
澤
俊
一

【
派
遣
】

▼
峡
南
広
域
行
政
組
合
情
報
セ
ン

タ
ー
次
長
（
管
財
課
長
補
佐
兼
地

籍
調
査
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
長
田
博
幸

▼
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
税
務
課
）
大
野
萌

◎
採
用

▼
管
財
課
財
産
管
理
担
当　

杉
山

大
征
▼
町
民
生
活
課
戸
籍
担
当　
大

森
友
誠
▼
福
祉
保
健
課
健
康
増
進

担
当　

宮
﨑
遥
▼
福
祉
保
健
課
障

害
福
祉
担
当　

松
永
有
加
▼
子
育

て
支
援
課
母
子
保
健
担
当　

砂
田

つ
ぐ
み
▼
土
木
整
備
課
農
林
土
木
担

当　
井
上
隆
祐
▼
生
涯
学
習
課
図
書

館
準
備
担
当　
長
澤
麻
理

◎
退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

▼
佐
藤
洋
子
（
子
育
て
支
援
課
長
）

　

令
和
３
年
度
富
士
川
町
消
防
団

の
入
団
者
お
よ
び
新
役
員
、
退
団
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
分
団
名
）

◆
退
団
者

　
斉
藤
麻
貴（
本
団
）山
村
若
菜（
本
団
）

　
深
澤　

聡（
１
）秋
山
晃
二（
１
）

　

伊
藤
三
陸（
１
）秋
山
利
也（
３
）

　

堀
内
智
樹（
３
）井
上　

良（
３
）

　

芦
澤
克
久（
４
）秋
山　

悟（
５
）

　

井
上
大
輔（
６
）深
沢
裕
也（
６
）

　

廣
瀬
光
寛
（
６
）
高
野
真
一（
７
）

　
深
澤
富
男（
８
）

◆
入
団
者

　
秋
山
直
子（
本
団
）市
川　
茜（
本
団
）

　

望
月
信
走（
１
）佐
野
崇
史（
１
）

　

秋
山　
司（
１
）樋
口
湛
清（
１
）

　

望
月
翔
太（
２
）加
賀
美
淳（
２
）

　

村
松　
暖（
３
）佐
藤　

卓（
４
）

　
石
川
優
也（
４
）志
村　

真（
４
）

　
千
葉
太
一（
４
）
中
山
雄
司
（
６
）

　

伊
藤
龍
哉（
７
）河
野
裕
介（
８
）

◆
新
役
員

《
分
団
長
》

　

谷　

浩
貴
（
１
）
市
川
智
一（
２
）

　

秋
山
真
樹（
３
）井
上
雄
也（
４
）

　
保
坂
健
次
郎（
５
）井
上　

仁（
６
）

　

髙
橋
与
樹（
７
）宮
崎
賢
吾（
８
）

《
副
分
団
長
》

　

芦
澤
洋
平（
１
）井
上　

卓（
２
）

　

渡
邉
和
哉（
４
）堀
内
敬
士（
５
）

　

井
上
太
一（
６
）
遠
藤　
昭
（
７
）

　
川
口　

達（
８
）

《
部
長
》

　
石
川
耕
平（
１
）秋
山
雄
太（
２
）

　

秋
山
一
将
（
３
）
依
田
哲
哉
（
４
）

　
深
沢
佳
秀（
５
）井
上
文
広（
６
）

　

大
森　

充
（
７
）
深
澤
一
正（
８
）

　

依
田
文
哉（
8
）海
野
拓
哉（
８
）

　

樋
口
文
弥（
9
）

《
班
長
》

　

志
村　

斐（
１
）赤
池
竜
翔（
１
）

　

大
久
保
喬（
２
）秋
山　

亮（
２
）

　

市
川
雅
一（
３
）
角
倉
亮
治
（
４
）

　

手
塚
康
太（
５
）宇
田
川
貴
之（
５
）

　

武
居
正
道（
６
）深
澤
秀
知（
７
）

　
深
澤
慶
隆（
８
）齋
藤
栄
治（
８
）

《
機
械
係
》

　

遠
藤
直
哉（
１
）長
澤
圭
真（
１
）

　

細
野
裕
也（
２
）秋
山
裕
隆（
２
）

　

依
田
雅
史（
４
）秋
葉
瑞
穂（
５
）　　
　

　

秋
山
祐
紀（
５
）秋
山
謙
太（
５
）

　

小
林
洋
平（
６
）鶴
田
賢
人（
７
）

　
野
中
直
貴（
８
）望
月　

久（
８
）

　

望
月
英
紀（
8
）

《
ラ
ッ
パ
隊
長
》

　

荒
居
祥
太（
４
）

《
ラ
ッ
パ
隊
》

　

加
賀
美
淳（
２
）藏
屋
敏
章（
５
）

　

柳　

真
吾（
5
）井
上
武
尊（
６
）

　

神
山
浩
大（
７
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　

防
災
交
通
課　

消
防
防
災
担
当

　
☎
22
ー
７
２
１
８

　

総
務
大
臣
か
ら
次
の
方
々
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
３

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

▼
㓛
刀
千
秋
氏
（
天
神
中
條
）

▼
笠
井
千
尋
氏
（
大
椚
）

※
毎
月
、
定
例
行
政
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
く
ら
し
の
カ

レ
ン
ダ
ー
の
情
報
広
場
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

　
財
務
課　
行
政
担
当

　
☎
22
ー
７
２
０
１

消
防
団
任
命

消
防
団
任
命

令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、令
和

３
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
令
和
３

年
経
済
セ
ン
サ
ス
︱
活
動
調
査
」を

実
施
し
ま
す
。全
国
の
全
て
の
事
業

所
及
び
企
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
経
済
セ
ン
サ
ス
︱
活
動
調
査
」

は
、
同
一
時
点
で
の
事
業
所
・
企
業

の
経
済
活
動
の
状
況
を
全
国
的
・
地

域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
国
が
行
う
調
査
の
中

で
も
特
に
重
要
か
つ
大
規
模
な
統
計

調
査
で
す
。

　

回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、「
統

計
法
」と
い
う
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

適
正
に
管
理
し
ま
す
。
秘
密
の
保
護

に
は
万
全
を
期
し
て
お
り
、
統
計
法

に
よ
り
統
計
作
成
目
的
外
（
例
え

ば
徴
税
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安

心
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
政
策
推
進
担
当

　
☎
22
ー
７
２
１
６

行
政
相
談
員

新入団員の宣誓
第６分団 中山雄司団員
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ますほ21世紀の森づくりの会
会員募集

　ますほ 21世紀の森づくりの会では、ふるさと自然
塾を中心とした町有林などの森林づくりボランティア
を募集しています。森林が好きな方、林業を体験して
みたい方など、森林づくりに関心があり、実際に活動
することができる方ならどなたでも参加できます。町
の森林を後世に残すための活動をしてみませんか。

◇ 会　 費　　年 1,000 円／人

◇活動内容 ・森林の間伐や下草刈り作業
 ・ 会員のふれあい交流会の開催や四季

折々の事業

●お問い合わせ
　産業振興課　農林振興担当　☎ 22-7202

【公民館講座】
　富士川町の歴史を学ぼう
　富士川町の歴史を紐解
きながら、昔の富士川町
を楽しく学びます。
　舟運をはじめ、町の歴
史や伝説を紹介します。
　1回の受講も大歓迎で
す。興味のある方は、ぜ
ひご参加ください。

◇開 講 日 5 月25 日（火）、6 月16 日（水）、
 7 月 7 日（水）　（全 3 回）
◇時　　間 午前 9 時 30 分～ 11時 30 分
◇会　　場 富士川町役場東別館 1階和室（大）
◇定　　員 15 人（先着順）
◇受 講 料 無料
◇持 ち 物 筆記用具、飲み物
 （学習資料は主催者で用意します）
◇講　　師 文化協会郷土研究部
◇申込方法   電話または窓口で、直接お申し込み
　　　　　　ください。
◇申込期間 4 月26 日（月）～

●お申し込み・お問い合わせ
　生涯学習課　社会教育担当　☎ 22-5361

防災ラジオ購入募集のお知らせ
◇防災ラジオとは
　 　防災行政無線の放送

が聞き取りづらいことを
解消するために導入し
たもので、これにより屋
内でも受信することが
できます。

　　全国瞬時警報システム（J アラート）も受信します。
◇価　格（税込）
　防災ラジオ  　（17,000 円）
　文字表示機付（33,500 円）
◇音声が聞き取りにくい方は　※補助制度あり
　 　放送内容を文字で表示する「文字表示機付防災

ラジオ」も用意しています。購入の際は、補助制度
をご利用ください。（要申請）

　（補助額）
　・聴覚障害をお持ちの方 11,000 円
　　（要障害者手帳）
　・それ以外の方 8,000 円
◇申し込み
　 　申込用紙は、防災交通課窓口または町ホームペ

―ジからダウンロードし、必要事項をご記入の上、
提出してください。

◇募集期限　
　６月30 日（水）まで
※ 注文生産のため、納品までに半年ほどかかりますの

で、あらかじめご了承ください。

●お申し込み・お問い合わせ　
　防災交通課　消防防災担当　☎ 22-7218

お知らせ

税金は納期限内に納めましょう!!
町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします。

～　3 月は差押 3 件を実施　～
納付・連絡がない場合は「滞納処分」を執行します。

差押の前には「勤務先」や「取引先」に対し調査に入る場合もあります。

滞納処分等の件数
【期間：R2.4.1 ～ R3.3.31】　（単位：件※ (  ) 内は 3 月実施分 )

財産差押  計 80 (+3)
捜索 公売 タイヤロック

預貯金 保険・共済 その他

70 (+3) 9 ( ± 0) 1 ( ± 0) 0 ( ± 0) 0 ( ± 0) 1 ( ± 0)
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スクールサポーターを募集します
　町教育委員会では、町内小中学校の児童生徒の学力向上や学校生活の充実を目的として、児童生徒の学習や生活
を支援していただくボランティアスタッフを募集します。町スクールサポーターは、「寄り添い」や「見守り」を
活動の基本としています。多くの皆さまのご協力をお願いします。

◇対 象 者
　町内小中学校の児童生徒への教育支援に対して、お手伝いしてみたいと思いの方、専門の知識技能をお持ちの方、
教職員の経験がある方や大学生など
◇募集期間　随時登録を受け付けます。
◇活動内容
　学校教職員または教育委員会職員の指示や指導のもと、町内小中学校において、次の活動を行います。
　①児童生徒への学習および学校生活の支援（寄り添い）
　②プログラミングや外国語授業における専門知識や技術を活かしたお手伝い
　③校外学習、遠足などにおける付き添い（養護教諭の替わり）
　④中学生の部活動へのお手伝い（小学生の吹奏楽クラブも含む）
　⑤学校敷地内の環境美化作業（小学校農園の維持管理）
　⑥児童生徒の登下校時の見守り活動　
◇登録方法
　登録申込書に必要事項を記入し、教育総務課窓口までご持参ください。募集要項および登録申込書は教育委員会
窓口または町ホームページからダウンロードすることができます。
※登録申込書に記入された情報は、町スクールサポーター事業の目的以外には使用しません。

●お問い合わせ　教育総務課　総務学校担当　☎ 22−5361

有害獣防除柵設置の補助金申請について
　町では、農地をイノシシやシカなどの有害獣から守
る防除施設（簡易電気柵など）設置費用の７割を助成し
ています。農地保全をお考えの方はご活用ください。
補助金の申請には、一定の要件があります。詳しくは
お問い合わせください。
●お問い合わせ
　産業振興課　農林振興担当　☎ 22-7202

参加者募集！春季町民ゴルフ大会
◇日　時　５月23 日（日）
◇場　所　グリーンバレイ（白樺コース）
※ 参加希望者は、スポーツ協会各地区担当者が取りま

とめを行います。
●お問い合わせ
　スポーツ協会事務局（教育委員会内）
　☎ 22-5361

遊休農地有効活用事業補助金について
　農業生産の阻害や病害虫の原因となる遊休農地の
解消と、有効活用を推進するための経費の一部を補
助します。これから、遊休農地を活用した取り組みを
お考えの方はご活用ください。
◇新規植栽苗木購入費
　事業経費の 50％以内
　（10ａあたり３万円を限度とする）
◇ 遊休農地（荒廃状態）整地代（新規耕作（果樹）

に限る）
　事業経費（10ａあたり５万円を限度とする）
◇条　　件
　農地が町農業振興地域の農用地区域内であること。
　
　補助金の申請には、要件があります。詳しくはお問
い合わせください。
●お問い合わせ
　産業振興課　農林振興担当　☎ 22-7202

リユース食器利用実績 認定ＮＰＯ法人スペースふう
　町では、ごみが出ないイベントを目指し、洗浄して何度でも使えるリユース食器の利用を推奨して
います。　　　　　１月利用分

使用日 使用イベント名 全体注文数　　　　　　　
（箸・スプーン含む )

リユース食器数 
（個）

CO2 削減量 
（Kg）

スギ本数 
（本）

1/1 大椚区新年互礼会 100 60 4.62 0.33
合　計 100 60 4.62 0.33
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【
写
真
教
室
】

　
美
し
い
花
や
風
景
を
き
れ
い
に

撮
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
す

　
一
眼
レ
フ（
ミ
ラ
ー
レ
ス
を
含
む
）

カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
技
術
の
基
本
、

レ
ン
ズ
の
特
性
な
ど
の
指
導
や
作
品

の
講
評
・
添
削
を
行
い
、
写
真
作
品

の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

作
品
を
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
た
め
の

プ
リ
ン
ト
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

（
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
使
用
不
可
）

◇
日　
時　

　
毎
月
第
４
日
曜
日　
午
後
１
時
〜

◇
場　
所　

　

 

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
ぎ
ゃ
ら
り
ー
邑　

（
青
柳
町
）

　
（
野
外
撮
影
実
習
あ
り
）

◇
年
会
費　

　

 

４
，０
０
０
円
（
教
材
年
４
冊
ほ

か
）

◇
講　
師　

　
志
村
暢
三
（
写
団
ま
す
ほ
代
表
）

　
☎
22
ー
３
５
７
１

【
ペ
ン
習
字
教
室
】

　

競
書
誌「
ペ
ン
の
力
」で
勉
強
を

　

続
け
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
、
メ
ー
ル
・
・
・
速
く

て
便
利
。で
も
年
賀
状
く
ら
い
は「
書

き
文
字
」
で
気
持
ち
を
伝
え
た
い
も

の
で
す
。
見
学
も
可
能
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日　
時　

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

◇
場　
所　
　

　
長
澤
み
ど
り
宅
（
最
勝
寺
）

◇
責
任
者　

　
長
澤
み
ど
り　
☎
22
ー
０
３
４
８

◇
会　
費　

　
月
１
，０
０
０
円

◇
誌　
代　

　
月
７
０
０
円

◇
持
ち
物　

　
小
学
生
用
国
語
帳
（
10
マ
ス
）、

　

デ
ィ
ス
ク
ペ
ン

【
児
童
文
学
創
作
教
室
】

　
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
！

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
わ
く
わ

く
、
ド
キ
ド
キ
す
る
お
話
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
児
童
文
学
教
室
で
は
、
先
生
の
指

導
の
下
、
楽
し
く
創
作
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
作
品
集
の
発

刊
も
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も

歓
迎
し
ま
す
。

◇
日　
時　

　
毎
月
１
回
（
不
定
日
）

◇
場　
所　

　
長
澤
妙
子
宅
（
天
神
中
條
）

◇
責
任
者　

　
長
田
な
な
子　
☎
42
ー
８
３
８
０

◇
入
会
金　

　
５
，０
０
０
円

◇
会　
費　

　
月
１
，０
０
０
円

【
ま
す
ほ　
あ
や
め
コ
ー
ラ
ス
】

　

人
生
に
リ
ズ
ム
を　

　
　
　
　
　

生
活
に
歌
声
を

　
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
づ
く

り
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
！

◇
日　
時 

　
月
４
回
（
練
習
日 

水
曜
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場　
所　
　

　
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
棟

◇
指
導
者　

　
有
泉
み
う
子
先
生

◇
責
任
者　

　
赤
池
八
重
子　
☎
22
ー
２
６
１
８　

◇
会　
費　

　
月
２
，０
０
０
円

【
陶
芸
教
室
】

　

手
づ
く
り
の
カ
ッ
プ
、

　

花
入
れ
な
ど

　

な
ぜ
か
愛
着
が
わ
い
て
き
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◇
日　
時　

　
毎
月
第
１
・
３
水
・
木
曜
日　

　
午
後
１
時
〜
３
時　

◇
場　
所　

　

 

本
庁
舎
東
別
館
南
側
プ
レ
ハ
ブ

内
作
業
室

◇
責
任
者　

　
石
井
七
生　
☎
22
ー
２
１
０
５

◇
入
会
金　

　
３
，０
０
０
円

◇
会　
費　

　
月
４
日
コ
ー
ス　
４
，０
０
０
円

　
月
２
日
コ
ー
ス　
２
，０
０
０
円

　
毎
月
コ
ー
ス
を
選
択
出
来
ま
す
。

　
（
材
料
・
焼
成
費
込
み
）

※ 
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
人
数
が

限
ら
れ
ま
す
。

【
箏
曲
教
室
】

　

初
心
者
の
人
も
歓
迎
！

　
初
心
者
歓
迎・経
験
者
も
ど
う
ぞ
。

箏
は
文
化
協
会
「
絃
の
会
」
の
も
の

を
使
い
ま
す
。
箏
の
爪
は
各
自
で
ご

準
備
い
た
だ
き
ま
す
。
楽
譜
は
実
費

で
お
願
い
し
ま
す
。

◇
日　
時　

　
月
２
回
木
曜
日　

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場　
所　
　

　

 

責
任
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
責
任
者　

　
原
田
眞
弓　
☎
22
ー
６
０
４
３

◇
会　
費　

　
年
５
，０
０
０
円

●
申
込
期
限　
５
月
28
日
（
金
）

●
申
込
場
所　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

 （
直
接
ま
た
は
電
話
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　

 

町
教
育
委
員
会（
教
育
文
化
会

館
内
）

　
☎
22
ー
５
３
６
１

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
日
程
変
更
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。

令和３年度

寺子屋学級
生徒募集
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昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
蔓
延
で
、健
康
に
つ
い
て
考
え
直

す
機
会
の
多
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
の
食
育
推
進
計
画
は
、健
康・

文
化・環
境
な
ど
の
観
点
か
ら
、様
々

な
経
験
を
通
じ
て
知
識
と
理
解
を

深
め
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
な
ど
を

中
心
に
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で

き
る
よ
う
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
２
年
度
に
取
り
組

ん
だ
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
臨
時
休
校
中
に
、
給
食
だ
よ
り

特
別
号
を
発
行
し
、
家
庭
に
お
け
る

食
生
活
の
注
意
点
や
朝
ご
は
ん
の
レ

シ
ピ
の
紹
介
を
行
い
、
家
庭
で
の
健

全
な
食
生
活
に
つ
い
て
普
及
し
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
の
廊
下
に
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
学

校
栄
養
教
諭
が
思
案
し
た
朝
食
レ

シ
ピ
」
を
食
育
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
歯
と
口
の
健
康

習
慣
」
に
は
、
噛
み
ご
た
え
の
あ
る

食
品
を
掲
示
し
、
給
食
に
は
「
か
み

か
み
献
立
」
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

食
事
を
と
お
し
た
歯
の
健
康
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
富
士
川
町
産
の
食
材
を
活
用

　

食
生
活
改
善
推
進
員
が
講
師
と

な
り
、
増
穂
商
業
高
校
の
３
年
生

を
対
象
に
、
郷
土
料
理
「
み
み
」
に

つ
い
て
の
説
明
や
朝
食
の
摂
取
や
減

塩
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
い
ま

し
た
。昨
年
度
は
感
染
予
防
の
た
め
、

講
義
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
郷
土

料
理
や
地
産
地
消
、
減
塩
に
つ
い
て

伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
食
品
ロ
ス
削
減
の
推

進
や
食
の
安
全
・
安
心
確
保
へ
の
取

り
組
み
、
食
品
廃
棄
物
の
再
利
用
へ

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
住
民
の
方
が
健
康
で
安

心
し
た
生
活
を
過
ご
す
た
め
、
関
係

者
が
協
働
し
て
食
育
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
健
や
か
で
笑
顔
あ

ふ
れ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
家
庭

で
も
食
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

男女共同参画男女共同参画
推進委員募集推進委員募集
　「すべての人が輝ける　「すべての人が輝ける
社会」を目指しましょう社会」を目指しましょう

『
富
士
川
町
食
育
推
進
計
画
』
年
間
の
取
り
組
み

１．家庭における食育の推進
２．地域における食育の推進　
３．保育所・幼稚園・学校における食育の推進
４．地産地消による食育の推進
５．食文化継承への取り組み
６．食の安全・安心確保への取り組み
７．環境に配慮した食生活の推進
８．食育推進運動の推進

重点的取り組み

　
町
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
誰
も
が

自
分
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
、「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
3
月
に
策
定
し
た
、
第

二
次
富
士
川
町
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
で
は
、プ
ラ
ン
の
名
称
を「
男

女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」か
ら「
す

べ
て
の
人
が
輝
く
ふ
じ
か
わ
推
進
プ

ラ
ン
」
に
改
め
ま
し
た
。
こ
の
名
称

に
は
、「
男
女
」
と
い
う
性
別
の
枠

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、「
す
べ

て
の
人
」
が
輝
け
る
社
会
へ
、
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
す
べ
て
の
人
が
輝
く
ふ
じ

か
わ
推
進
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
、男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
資
格

　
応
募
時
点
に
お
い
て
、
以
下
の
要

件
を
満
た
す
方

（
1
） 
富
士
川
町
に
居
住
、
通
勤
ま

た
は
通
学
し
て
い
る
方

（
2
）
年
齢
20
歳
以
上
の
方

（
3
） 

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
対

し
て
関
心
の
あ
る
方

◆
募
集
人
数

　

10
人
以
内

◆
任
期

　

 

令
和
3
年
7
月
1
日
〜

　
令
和
5
年
6
月
30
日
（
2
年
間
）

◆
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
記
入
し
、
次
の
方

法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
持
参　
政
策
秘
書
課
秘
書
担
当

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

22
ー
３
１
７
７

・
メ
ー
ル

seisaku@
tow

n.fujikaw
a.lg.jp 

※ 

応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
政

策
秘
書
課
窓
口
に
て
配
付
し
て
い

ま
す
。

◆
応
募
期
間

　

4
月
26
日（
月
）〜
5
月
24
日（
月
）

　

 （
受
付
：
平
日
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
） 

【
必
着
】

◆
選
考
方
法

　

応
募
の
理
由
、
居
住
地
域
な
ど

を
考
慮
の
う
え
選
考
し
、
後
日
選

考
結
果
を
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
秘
書
担
当　

　
☎
22
ー
７
２
１
６

富士川町
男女共同参画推進委員会

福祉保健課
☎２2-7207

家
庭
に
お
け
る
食
育
の
推
進

食
文
化
伝
承
へ
の
取
り
組
み
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富士川町健康情報カフ富士川町健康情報カフェェ

～新しい視点で地域おこし！～

富士川町地域おこし協力隊

　佐藤　光
み つ る

瑠　さん（穂積区）
　4 月 1日から、富士川町で初めての地域おこし協力隊として、東京都町田市から
やってきた佐藤光瑠さん。早速、大法師さくら祭りで地域おこし協力隊の活動を
始めたと聞き、お話を伺いました。

■富士川町の地域おこし協力隊に応募したきっかけは？
　大学のゼミで、地域ブランディングについて研究していた際に、富士川町を
対象にして、十谷の郷土料理「みみ」や髙下地区のダイヤモンド富士のブラン
ド化に取り組んで、何度も足を運んだことがあったため、なじみのある富士川
町で地域おこし協力隊を募集していると聞き、応募することにしました。
■富士川町にはどんな印象がありますか？
　ゼミの活動で、足かけ２年にわたり富士川町に関わりました。１年目のダイヤモンド富士は、天候に恵
まれず、日の出を拝むことが出来なかったため、２年目にしてやっと見ることが出来たダイヤモンド富士
の印象が強く残っています。富士山の頂上から太陽が姿を現した時は、感動で言葉も出ませんでした。
　また、ゼミの活動の際に、地元の人たちにとても良くしていただいたので、富士川町は優しい人が多いイメー
ジもあります。この間も、ご近所でお食事に誘われ、地域おこし協力隊の着任をお祝いしていただきました。
■これからどんな活動をしていきますか？

　日出づる里活性化組合を拠点として活動していく予定です。大学での経
験を活かして、ゆずのブランド化や商品開発をお手伝いしたり、特産品の販
売促進をしていきます。いずれは、平林や五開にも活動範囲を拡げ、町の魅
力を掘り起こして、町外・県外にＰＲしていけたらと考えています。
　ほかにも、峡南地区で連携したクラフトツーリズムに協力したり、地元
の職人さんに焦点をあてて何かできないか考えています。
　今は、穂積区の空き家を借りて、自然に囲まれた生活を送っています。
　富士川町を元気にできるようがんばりますので、応援してください。

5 月１日（土）～３1日（月）5 月１日（土）～３1日（月）
①介護保険料の納付について

②子育て・母子保健の状況について

③いきいき筋力テレビ体操

【放送時間】
午前 9 時～、
午前11時～（いきいき筋力テレビ体操のみ）、
午後 8 時～

●お問い合わせ
　福祉保健課　　☎ 22-7207
　子育て支援課　☎ 22-7221

【
短　

歌
】

寒
月
の
光
あ
つ
め
て
青
白
き
水
道
管
は
垂
直
に
立
つ

秋
山　

久
美
子

澄
み
き
っ
た
冬
の
夜
空
の
深
海
に
く
っ
き
り
浮
か
ぶ
細
い
眉
月

斉
藤　

さ
よ
子

釈
迦
堂
の
復
元
壺
は
縄
文
の
子
の
埋
葬
に
造
り
し
も
有
り

田
中　
　

和
子

【
川　

柳
】

ラ
ン
ド
セ
ル
無
限
の
夢
を
詰
め
て
揺
れ	

青
栁　
　

光
仁

母
の
手
に
ほ
ん
の
温
も
り
指
握
る	

秋
山　
　

勝
司

寡
婦
の
母
子
の
成
長
を
糧
に
生
き	

磯
野　
　

早
苗

▲任命式の様子

富士川 CATV
(11ch)
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第二次男女共同参画基本計画策定 包括的連携協定を締結

２年ぶりの大法師さくら祭り

交通安全を誓う結団式

新入生にクレヨン・スケッチブック

町内小・中学校の入学式

　3 月 10 日 ( 水 )、町男女共同参画推進委員会から、
男女共同参画基本計画について答申を受けました。
この答申と町民意識調査の結果を踏まえ、町では３
月に第二次富士川町男女共同参画基本計画「すべ
ての人が輝くふじかわ推進プラン」を策定しました。
プランは、町のホームページに掲載してあります。

　3 月 22 日 ( 月 ) に、町と町内郵便局及び南アルプ
ス郵便局との包括的連携協定を締結しました。この
協定で、郵便配達の際に、道路の異状や町内の様子
を、町へ情報提供するなど、町と郵便局が連携して、
町民が安心して暮らせる社会の実現に向け、取り組
みます。

　3 月 25 日 ( 木 ) か
ら 4 月 4 日 ( 日 ) ま
で、第 40 回大法師
さくら祭りが開催さ
れました。新型コロ
ナウイルス感染症対
策を行いながらの開
催で、いつもと違う
お花見となりました
が、約 3 万人が来場
し、桜の花を満喫し
ました。

　4 月 8 日 ( 木 )、増穂小学校で交通少年団の結団
式が行われました。児童が交通安全に取り組む昭和
53 年から続く伝統で、児童会副会長の深澤宙

ひ ろ き

生く
んが、交通ルールを守り無事故で過ごすことを誓い
ました。今後、警察署の指導を受け、集団登校の班
長を中心に、安全な登下校に努めます。

　4 月 1 日 ( 木 )、NPO 法人国際ブリアーが町内小
学校の新入生に、楽しい学校生活を送れるよう、ク
レヨンとスケッチブックの寄贈がありました。国際
ブリアーは、地域の社会福祉支援と、国際交流を深
める活動をしています。

　4 月6 日 ( 火 ) に増穂
小・増穂南小・鰍沢小で、
7 日 ( 水 ) に増穂中・鰍
沢中で、入学式が行わ
れました。小学校３校
合わせて 95 人、中学校
2 校合わせて 135 人の
新入生は、それぞれ名
前を呼ばれると大きな
声で返事をして、新生
活への期待と希望にあ
ふれていました。

樋口髙子委員長・折居博文副委員長による答申

感染対策を徹底

増穂南小学校

増穂中学校
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【
こ
ど
も
ま
つ
り
】

　

毎
年
大
人
気
の
「
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
大

会
」
の
ほ
か
、今
年
は
「
駄
菓
子
市
」

を
開
催
し
ま
す
。
焼
き
そ
ば
や
炭
火

焼
き
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
の
屋
台
も
出

ま
す
。

◇
開
催
日
時

　

 

５
月
４
日
（
火・祝
）、
５
日
（
水・

祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
日
曜
朝
市
】

　
い
よ
い
よ
「
日
曜
朝
市
」
が
再
開

で
す
。

◇
開
催
日
時

　
５
月
９
日
（
日
）
午
前
８
時
〜

※
毎
週
日
曜
日
に
開
催

【
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
】

　

ジ
ャ
ス
ト
サ
ウ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

◇
開
催
日
時

　
５
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

【
富
士
川
キ
ッ
チ
ン
】

◇
平
日
限
定
週
替
わ
り
ラ
ン
チ

・
価　
格　
６
２
０
円

※ 

４
月
29
日
か
ら
５
月
９
日
ま
で
週

替
わ
り
ラ
ン
チ
は
お
休
み
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
農
産
物（
特
産
物
）販
売
コ
ー
ナ
ー
】

　
５
月
は
「
甘
々
娘
（
と
う
も
ろ
こ

し
）」
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。
薄
皮

を
２
〜
３
枚
付
け
た
ま
ま
ラ
ッ
プ
で

包
み
、
レ
ン
ジ
で
１
本
５
０
０
Ｗ
３

〜
５
分
加
熱
し
て
く
だ
さ
い
。
栄
養

が
逃
げ
に
く
い
の
で
お
勧
め
で
す
。

【
情
報
発
信
】

　

今
後
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
情
報
発
信

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
富
士
川
☎
48
ー
８
７
０
０

【
営
業
時
間
】午
前
９
時
〜
午
後
６
時　

（富士川町ますほ文化ホール）
☎ 22-8811　FAX22-8815
ホームページ

（URL）http://masuho-bunka.jp

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
ま
ほ
ら
の
森

＆
春
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

２
０
２
１
～
森
か
ら
の
贈
り
物
～

　

文
化
ホ
ー
ル
の
庭
園
で
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
や
町
民
有
志
に

よ
る
「
森
か
ら
の
贈
り
物
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
共
催
企
画
・
プ
レ
イ
パ
ー

ク
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
催
日
時

　
５
月
16
日
（
日
）（
小
雨
決
行
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

【
募
集
情
報
】

は
く
ば
く
文
化
ホ
ー
ル

「
友
の
会
」
個
人
会
員
募
集

　

町
の
芸
術
文
化
振
興
に
皆
さ
ん

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
入
会
特
典

① 

自
主
公
演
チ
ケ
ッ
ト
を
発
売
前
に

事
前
購
入
で
き
ま
す
。（
指
定
す

る
公
演
が
対
象
と
な
り
ま
す
。）

② 
会
員
ご
本
人
分
に
限
り
チ
ケ
ッ
ト

代
を
５
％
割
引
し
ま
す
。

③ 

自
主
公
演
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
郵
送
し
ま
す
。

◇
会　
　
費

・
新
規
会
員　
２
，２
０
０
円

・
継
続
会
員　
２
，０
０
０
円

法
人
賛
助
会
員
同
時
募
集

◇ 

ご
支
援
い
た
だ
け
る
企
業
・
事
業

所
の
皆
さ
ん
へ

　

前
記
の
個
人
会
員
特
典
の
ほ
か
、

次
の
特
典
が
付
加
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
入
会
く
だ
さ
い
。

① 

文
化
ホ
ー
ル
館
内
に
、賛
助
会
員

さ
ま
の
お
名
前
を
表
示
し
ま
す
。

　

 （
文
化
支
援
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

す
。）

② 

自
主
公
演
に
ご
招
待
し
ま
す
。（
対

象
の
公
演
、
招
待
数
は
指
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

◇
会　
　
費

・一
口　
１
０
，０
０
０
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

文
化
ホ
ー
ル
の
自
主
文
化
事
業

に
お
手
伝
い
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
興
味
の
あ
る
方

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
活
動
内
容

①
イ
ベ
ン
ト
活
動

　

 

自
主
公
演
の
も
ぎ
り
、
案
内
、
舞

台
補
助
な
ど

②
平
日
サ
ポ
ー
ト
活
動

　

 

平
日
の
文
化
ホ
ー
ル
で
の
簡
単

な
業
務
補
助
（
掲
示
物
の
貼
り

替
え
な
ど
）

◇
条　
　
件　

　

 

町
内
お
よ
び
周
辺
に
在
住
す
る

20
歳
以
上
の
方
。
経
験
不
問
。

◇
期　
　
間　

　
令
和
４
年
３
月
ま
で

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
き
無
報

酬
で
す
。

※ 
登
録
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

保
険
に
加
入
し
ま
す
。（
文
化
ホ
ー

ル
で
負
担
し
ま
す
。）

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

令
和
３
年
10
月
分
の
貸
館
受
付

◇
日　
　
時

 

５
月
７
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分

に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
以
降

は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

食
べ
る
・
買
う

食
べ
る
・
買
う

【 

大
洗
町
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
販
売
し

て
い
ま
す
】

　

富
士
川
町
の
友
好
都
市
大
洗
町

の
ブ
ラ
ン
ド
商
品「
し
ら
す
」と「
干

し
芋
」の
取
り
扱
い
を
始
め
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

そそ    

のの    

他他

NEWSNEWS

NEWSNEWS
はくばく文化ホールはくばく文化ホールはくばく文化ホールはくばく文化ホール



5 月10 日～16 日は〈愛鳥週間〉
新緑が美しく、鳥のさえずりが聞こえるこの季節。
視線を上げて、少し鳥の観察をしてみませんか。

（23）令和 3．5月号　No.134

の図書館

『野鳥の図鑑』
藪内正幸・作
福音館書店

小説の中の鳥
八 咫 烏 『楽園の鳥』阿部智里　※シリーズ作品
さえずり 『ことり』　小川洋子
不 死 鳥 『小説火の鳥（大地編）』手塚治虫原案　　

　　　　　　　　　　　  桜庭一樹
鳥 か ご 『鳥籠の小娘』熊谷達也
鷹 匠 『はぐれ鷹』　 熊谷達也
伝 書 鳩 『鳩とクラウジウスの原理』松尾佑一
クジャク 『飛ぶ孔雀』山尾悠子
ニワトリ 『鳥のうた、魚のうた』小島水青
ウグイス 『春告鳥　女占い十二か月』杉本章子
富 士 川 『地鳴き、小鳥みたいな』保坂和志
※ 保坂さんは富士川町出身の作家です。本作は短編集

で表題作「地鳴き、小鳥みたいな」は富士川町にまつ
わる作品となっています。

鳥のあれこれ
恐 竜 『恐竜はなぜ鳥に進化したのか』

　　　　　　　　ピーター・Ｄ・ウォード
渡 り 鳥 『鳥たちの旅』　 　樋口広芳
図 鑑 『季節のフィールドから鳥が見つかる』

　　　　　　　　中野泰敬

動物画家　藪内正幸さんが描く　鳥の絵
　北杜市白州に〈藪内正幸美術館〉がありま
す。日本唯一の動物画専門の美術館で、半
期ごとテーマに合わせて展示の入れ替えを
しています。
　藪内さんは、独学で生き物の絵を描き続
け、動物画家という道に進みました。長年サ
ントリー愛鳥キャンペーンのポスターを手が
け、その縁で山梨に美術館を建設しました。
骨格を理解して描かれた絵は迫力がありま
す。また、写真とは違った絵ならではの表現
も楽しめます。著作や挿絵はほかにも多数所

蔵しています。お声かけください。

５月の休館日
3 日（月・祝）、4 日（火・祝）、5 日（水・祝）、10 日（月）、

17 日（月）、24 日（月）、28 日（金）、31日（月）

※マスクポストは３月31日をもちまして、
　撤去しました。
　ご協力ありがとうございました。

　次の方から心温まる善意をお寄せいただきました。
心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　100万円　名誉町民　石川　洋司様（鰍沢南）
　「新型コロナウイルス感染症対策のために」
一金　１万円　杉田　主様（甲府市）
　「町の振興のために」

マスクポスト	 手作りマスク	 ４枚
（３月３１日現在 )	 布マスク	 14枚
	 不織布マスク	 13枚

自 3月 1日　至 3月 31 日　届出（敬称略）

地　区 氏 　名 （旧 姓）
小 林 伊藤　勇紀 和　希 （塩	澤）
小 林 伊藤　柚紀 志　保 （折	居）
青 柳 町 竹ノ内　雷 麻紗代 （秋	山）

地　区 氏　名 年齢 届出人
最 勝 寺 望月　武夫 66 若尾優介
最 勝 寺 河住ふさ子 90 幸　 輝
最 勝 寺 大塩　富子 86 高　 志
𣇃 米　　渡部　英士 83 佐知子
長 志村　満子 92 正　 史
青 柳 町 池田　 美 86 晴　 男
青 柳 町 井上　林二 92 純
青 柳 町 秋山　常男 90 親　 弘
青 柳 町 渡邊　昌次 82 一　 夫　
平 林 神田りつ子 81 高　 仁
穂 積 小池ことじ 95 内藤としみ
穂 積 樋口　勝美 85 勝　 彦
鰍 沢 北 深 キノヱ　 97 清　 美
鰍 沢 北 𧦴藤惠美子 84 克　 巳
鰍 沢 北 石原　　繁 64 真　 弓
鰍 沢 中 秋山征三郎 77 克　 子
鰍 沢 中 矢崎ますゑ 100 幾　 子
鰍 沢 南 秋山　佳文 70 恒　 子
五 開 依田　一美 89 志村美喜子

地　区 氏　名 性別 保護者
長 澤 飯田　紬葵（つむぎ） 女 拓　也
青 柳 町 深澤日向子（ひなこ） 女 勇　太
青 柳 町 野口　　晴（はる） 男 智　広
青 柳 町 佐藤　　蒼（そら） 男 充
鰍 沢 北 河住芽愛菜（めいな） 女 恭　兵
鰍 沢 南 城　　朝陽（あさひ） 女 昌　幸
五 開 髙野　桜央（さお） 女 勇　人

人　口 14,588 人 （− 62）
　男 7,070 人 （− 40）
　女 7,518 人 （− 22）
世帯数 6,282 戸 （− 12）　  ※（　）内は対前月比

善意ありがとう

ひとのうごき（４月１日現在）

おくやみ（死亡）

およろこび（結婚）

おめでた（出生）

戸籍の窓



ア ド ル テ ジイ ス ー

家族みんなのアイドル浬帆。
大好きなお兄ちゃんと一緒に
保育園頑張ろうね。

いっぱい食べてお腹ぽんぽこ
りん♡
れんちゃんの笑顔でみんな幸
せになるよ♡

好奇心旺盛な龍玄。これから
も色々な事にチャレンジしよ
うね。みんなで応援している
よ。

折居　浬
り ほ
帆ちゃん

（令和 2 年 4 月・長澤）
父　広介さん・母　美緒さん

伊藤　香苗ちゃん　５歳（鰍沢北区）

長澤　蓮
れんか
佳ちゃん

（令和元年 12 月・天神中條）
父　洋利さん・母　彩華さん

折居　龍
りゅうげん
玄くん

（平成 30 年 4 月・長澤）
父　広介さん・母　美緒さん

４歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。 詳しくはこちら
富士川町　アイドル

【編集・発行】　
山梨県南巨摩郡富士川町役場／政策秘書課
〒 400-0592　（0556）22-7216
webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp
https://www.town.fujikawa.yamanashi.jp
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富士川町公式 LINE 富士川町ホームページ　　　富士川町公式 Facebook 無料アプリ「マチイロ」


